
〇略歴・年表

西暦 和暦 月 年齢 経　　　　　歴 備　　　　考 内閣

1937 昭和
12

1月 0 15日、神奈川県平塚市で父・一郎、母・照子の次男として生まれる。 盧溝橋事件(S12.7.7)
廣田
～

1943 18 4月 6 平塚第一国民学校入学

1945 20 4月 8 母、姉とともに祖父・治平が住む神奈川県足柄下郡豊川村に疎開。千代小学校に転校。 日本自由党結成（河野一郎、初代幹事長）
(S20.11)
GHQによる公職追放発令（S21.1)
河野一郎、公職追放による議員辞職
（S21.6）

1949 24 4月 12 私立相洋中学校入学

1952 27 4月 15 早稲田高等学院入学（目黒区で父・一郎と同居） 河野一郎、公職追放を解除され、三木武吉
氏と自由党復党（S26）
造船疑獄(S29.1.7)

1955 30 4月 18
鳩山

石橋

1959 34 4月 22 丸紅飯田株式会社（現丸紅）に入社（～昭和36年5月退社）
岸

1960 35 23 サンフランシスコ支店に在籍し、スタンフォード大学に聴講生として留学 日米安保条約改定(S35.6発効)
河野一郎、新党結成断念の声明発表
（S35.8)
河野一郎、農林大臣就任（S36.7）

1961 36 5月 24 飼料商社の日本糧穀の取締役に就任

4月 結婚（丸紅・伊藤忠の創業者・伊藤忠兵衛氏のひ孫の武子）

5月 日本糧穀社長就任
日・ソ漁業交渉のため河野一郎農林大臣に同行しモスクワを訪問（フルシチョフ共産党第一書
記と面会）

1963 38 1月 26 長男・太郎誕生

1965 40 7月 28 父・河野一郎逝去（享年67）
河野密議員が追悼演説

アジア・アフリカ問題研究会（A・A研）設
立（S40)
黒い霧解散(S41.12)

1967 42 1月 30 第31回衆議院議員総選挙
　旧神奈川３区から出馬、トップ当選
当選同期で『拓世会』結成

政府が衆予算委で、非核三原則を表明
(S42.12）
米原子力空母寄港(S43.1)
NPT調印(S43.7)

秋 サイパン島視察 大学運営臨時措置法成立(S44.8)

12月 第32回衆議院議員総選挙

4月 文教委員会で委員長代理として「学校教職員給与特別法」を混乱の中採決

7月 叔父・河野謙三、参議院議長に当選 松村謙三氏、逝去（S46.8)

10月 福田赳夫外相不信任決議案採決に際し、本会議欠席

1972 47 12月 35 第33回衆議院議員総選挙
第２次田中内閣において、文部政務次官就任

沖縄返還(S47.5）
日中国交正常化（S47.9）

6月 肝臓の異変を認知 金大中拉致事件（S48.8）

12月 政治工学研究所（通称・政工研グループ）発足

1975 50 秋 38 自民党政策綱領改正起草委員会において新綱領案を起草

　　　　　　　　　　　新自由クラブ

1976 51 6月 39 自民党離党、新自由クラブを結党 ロッキード事件（S51.2）

8月 京都で応援演説中に暴漢に襲われる

12月 第34回衆議院議員総選挙（選挙区が分割され旧神奈川県第５区からの出馬）
　新自由クラブとして初の選挙、18名当選

1977 52 2月 新自由クラブとして初の代表質問 福田

7月 第11回参議院議員通常選挙
　新自由クラブは３名、推薦で２名当選

日中平和友好条約発効（S53.10)

9月 河野代表を団長とする新自由クラブ訪中団（鄧小平副首相と会談）

1979 54 7月 42 西岡武夫幹事長、他３名が離党 大平内閣発足（S53.12）

10月 第35回衆議院議員総選挙
　新自由クラブは惨敗し、当選者４名
自民党は前回選挙獲得議席数を下回ったものの、大平総理、政権担当の決意表明。反大平派
は退陣要求（40日抗争開始）

早稲田大学第一政治経済学部経済学科入学

三木

田中

政府、毎年度の防衛費をGNP１％以内と決
定（S51.11）
福田内閣発足（S51.12）

佐藤

大平

東條
～

吉田
(第2次)

池田

河野一郎、農林大臣就任（S29.12）
自民党結成(S30.11)
河野-ﾌﾙｼﾁｮﾌ会談、日ソ共同宣言(S31.10)
春秋会（河野派）結成（S31.12)
河野一郎、経済企画庁長官就任（S32.7）
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西暦 和暦 月 年齢 経　　　　　歴 備　　　　考 内閣

1979 54 11月 首班指名選挙で、大平正芳議員に投票（円山議員離党、河野代表辞任、後任は田川誠一議員）

1980 55 6月 43 第36回衆議院議員総選挙（衆参同日選）
　新自由クラブは12名当選。参院は、推薦候補２名当選。翌７月「参議院新自由クラブ」
  を解消し「新政クラブ」を結成。12月、木村守男議員離党

大平内閣不信任決議案可決（S55.5）

大平総理、逝去(S55.6)

大平

1981 56 3月 44 映画『ええじゃないか』公開。「原市之進」という改革派幕臣役で出演 鈴木内閣発足（S55.7）

9月 社会民主連合と統一会派「新自由クラブ・民主連合」を結成（昭和58年9月統一会派解消）、
柿沢弘治議員離党

1983 58 6月 46 第12回参議院議員選挙
　新自由クラブは３名当選

12月 第37回衆議院議員総選挙
　新自由クラブは８名当選（中曽根内閣と連立政権）。田川代表が自治大臣として入閣

1984 59 ６月 新自由クラブ代表復帰

10月 第２次中曽根内閣で、山口幹事長が労働大臣として入閣

1月 母・照子逝去

4月 日本・ハンガリー友好協会会長就任

9月 党首会談で防衛費対GNP比１％枠厳守を申し入れ

12月 第２次中曽根第２次改造内閣で、科学技術庁長官として初入閣（～昭和61年7月）

米スペースシャトルチャレンジャー号爆発
事故（S61.1）

1986 61 7月 第38回衆議院議員総選挙（衆参同日選）
　自民304議席の大勝、新自クは衆院６名当選、参院比例区で宇都宮徳馬氏が当選
自民との連立解消

チェルノブイリ原発事故（S61.4)

8月 新自由クラブ解党。自民党に復党（田川誠一議員は進歩党を結成）

1987 62 1月 50 自民党宮沢派（宏池会）入会

1989 平成
１

4月 平成元年度予算の本会議を欠席

6月 宇野内閣発足（H1.6）
宇野

8月 海部内閣発足（H1.8）

1990 2 2月 53 第39回衆議院議員総選挙

3月 自民党外交調査会長就任（～平成４年12月）
イラクによるクウェート侵攻（湾岸危機）
（H2.8）

1991 3 10月 54 自民党総裁選、宮沢喜一議員が選出される。
永年在職議員表彰

宮沢内閣発足（H3.11）
ソ連崩壊（H3.12）

1992 4 1月 自民党政治改革本部党改革部会長就任（～平成４年12月）

12月 宮沢改造内閣において内閣官房長官就任（～平成５年８月）

1993 5 6月 18日、宮沢内閣不信任決議案可決、衆議院解散

7月 第40回衆議院議員総選挙（選挙結果：自民党223、社会党70、新生党55、日本新党35、
新党さきがけ13、その他）自民党は下野

                      自民党総裁

第16代自由民主党総裁に当選（～平成７年9月）

8月 「慰安婦関係調査結果発表に関する河野内閣官房長官談話」（いわゆる河野談話）を 発表

第127回国会（特別会）召集
土井議長、鯨岡副議長が当選
細川護熙君を内閣総理大臣に指名（8/6)

細川内閣発足（H5.8)

9月 第128回国会（臨時会）、政治改革特別法案の審議

1994 6 1月 政治改革関連法案に関し河野総裁、細川首相のトップ会談
29日、小選挙区比例代表並立制と政党交付金の導入等を柱とする政治改革関連四法が成立

海部

宮沢

鈴木

中曽根

竹下内閣発足（S62.11）
リクルート事件（S63.6）
消費税導入を柱とする関連法案成立
（S63.12）

竹下

中曽根内閣発足（S57.11）

武器輸出三原則等の例外化(S58.1)

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱPKOで国連ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの中田厚仁氏、
文民警察官の高田晴行警部補が死亡
（H5.4）
新党さきがけ結成、新生党結成(H5.6)

第19回先進国首脳会議(東京サミット)
（H5.7）

PKO協力法成立（H4.6)
東京佐川急便事件（H4)

細川
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西暦 和暦 月 年齢 経　　　　　歴 備　　　　考 内閣

1994 6 4月 28日、細川内閣総辞職。羽田孜君を内閣総理大臣に指名 羽田内閣発足（H6.4）
羽田

6月 村山富市君を内閣総理大臣に指名（6/29）、自社さ連立内閣成立
河野副総理（～平成7年10月）兼外務大臣（～平成8年1月）に就任

村山内閣発足（H6.6）

7月 イタリア・ナポリサミット

11月 区割り法案成立（12月、公職選挙法改正法（小選挙区比例代表並立制等）施行）

1995 7 6月 58 本会議において「歴史を教訓に平和への決意を新たにする決議」

7月 妻・武子逝去（享年53）
第17回参議院議員通常選挙（選挙結果：自民111、新進党57、社会党37、共産党14、公明党
11、新党さきがけ３、その他）
自社さ党首会談。村山総理から政権禅譲の打診

8月 村山談話発表「戦後50周年の終戦記念日にあたって」

9月 自民党総裁選、橋本龍太郎議員が選出される。

1996 8 1月 59 5日、村山総理退陣表明。
11日、村山内閣総辞職。橋本龍太郎君を内閣総理大臣に指名

橋本内閣発足(H8.1）

10月 第41回衆議院議員総選挙（小選挙区比例代表並立制で初の選挙）神奈川県第17区から当選

1997 9 6月 60 天皇皇后両陛下南米公式訪問（ブラジル・アルゼンチン）に首席随員として随行 韓国で金大中大統領就任（H9.12）

1998 10 7月 61 第18回参議院議員通常選挙
30日、橋本内閣総辞職。小渕恵三君を内閣総理大臣に指名

小渕内閣発足（H10.7）
日韓共同宣言(H10.10）

1999 11 1月 大勇会結成

4月 日本陸上競技連盟会長就任（～平成25年6月、７期）

10月 第２次小渕改造内閣において外務大臣就任

11月 外務委員会で河野外相に対する太郎議員が質疑

2000 12 1月 パリの仏国際関係研究所（IFRI）で「日欧ミレニアムパートナーシップ」の推進を提唱（河野
イニシアチブ）

4月 5日、小渕内閣総辞職。森喜朗君を内閣総理大臣に指名
外務大臣再任（～平成13年4月）

森内閣発足（H12.4）
小渕前総理、逝去（H12.5)

6月 第42回衆議院議員総選挙

7月 史上初の日朝外相会談。宮崎Ｇ８外相会合において、紛争予防や軍縮・不拡散・軍備管理等に
ついて議論

9月 第55回国連総会の一般演説で、軍縮をテーマに演説

2001 13 1月 カタールで「日本・イスラム文明間対話」を提唱（河野イニシアチブ）

4月 24日、自民党総裁選挙、小泉純一郎君選出
26日、森内閣総辞職。小泉純一郎君を内閣総理大臣に指名

2002 14 4月 生体肝移植手術を受ける

9月 総理・自民党総裁経験者と意見交換（北朝鮮問題について）

2003 15 2月 66 金大中韓国大統領をソウル・青瓦台に訪ね懇談

3月 総理・自民党総裁経験者と意見交換（イラク対応について）

9月 20日、自民党総裁選挙、小泉純一郎君再選（小泉399・亀井139・藤井65・高村54）

10月 衆議院解散（中曽根・宮沢元総理が引退） 小泉

　　　　　　　　　　　　衆議院議長

11月 66 第43回衆議院議員総選挙
第158回国会（特別会）召集（11/19～11/27 会期９日間）
第71代衆議院議長に当選（副議長：中野寛成君）
小泉純一郎君を内閣総理大臣に指名

第２次小泉内閣発足（H15.11)

2004 16 1月 第159回国会（常会）召集（1/19～6/16 会期150日間）
イラク復興支援活動等に承認を求める件承認

「国会議員の互助年金等に関する調査会」を設置

アジア・アフリカ問題研究会（AA研）が総会を開催。約10年ぶりの活動再開を宣言

イスラム圏30か国の駐日大使を議長公邸に招き、文明間対話の重要性を強調

3月 5日、平成16年度予算可決（参議院3/26可決成立）
社団法人日本軽種馬協会会長就任

外務省機密費事件（H13.1）

小泉内閣発足（H13.4）
米国同時多発テロ（H13.9）
テロ対策特措法案成立（H13.10)

森

小渕

橋本

2月

阪神淡路大震災（H7.1）
地下鉄サリン事件（H7.3）

在沖縄米兵少女暴行事件（H7.9）

村山

イラク戦争（H15.3）
イラク人道復興支援特措法案成立
（H15.7）
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西暦 和暦 月 年齢 経　　　　　歴 備　　　　考 内閣

2004 16 4月 国民年金法等改正案外関連２法案可決
小泉内閣全閣僚及び民主党「次の内閣」担当、国民年金保険料納付状況を公表（未加入・未納
問題が表面化）

5月 福田内閣官房長官辞任

7月 第160回国会（臨時会）召集（7/30～8/6 会期８日間）

8月 全国戦没者追悼式で追悼の辞（アジア諸国の戦争被害者に対する加害責任に言及）

第３回主要８カ国（Ｇ８）下院議長会議（於：米国・シカゴ）
ハスタート米国下院議長に衆議院との公式な議会交流を提案、合意

中国親善訪問（公式招待）、呉邦国全人代常務委員長に議会交流を提案、合意

10月 第161回国会（臨時会）召集（10/12～12/3、会期53日間）

2005 17 1月 英国及びエジプト・アラブ共和国親善訪問（公式招待）
第162回国会（常会）召集（1/21～8/8解散 会期200日間）

「国会議員の互助年金に関する調査会」から答申（9月の総選挙後、議会制度協議会で議論さ
れるも、互助年金制度は廃止）

3月 2日、平成17年度予算可決（参議院3/23可決成立）

4月 衆議院と中国・全人民代表大会による日中議会交流委員会初会合

5月 議院運営委員会理事会で、院内の服装等について本会議場以外で「ノーネクタイ、ノー上着」
の軽装を認めることを申し合せ

6月 小泉総理の靖国神社参拝等について総理経験者と意見交換（小泉総理に申し入れ）

7月 衆議院で郵政民営化法案外関連５法案議決

8月 「国連創設及びわが国の終戦・被爆六十周年に当たり、更なる国際平和の構築への貢献を誓約
する決議案」可決
参議院で郵政民営化法案外関連５法案否決
衆議院解散（8/8）

9月 第44回衆議院議員総選挙
第163回国会（特別会）召集（9/21～11/1 会期42日間）
第72代衆議院議長に当選（副議長：横路孝弘君）
小泉純一郎君を内閣総理大臣に指名

後藤田正晴氏、逝去（H17.9）

第３次小泉内閣発足（H17.9）

10月 11日、郵政民営化法案外関連５法案可決（参議院10/14可決成立）
衆議院議会制度協議会、国会議員互助年金について平成18年３月末で制度廃止に合意 第３次小泉改造内閣発足（H17.10)

2006 18 1月 69 ギリシャ及びチュニジア親善訪問（公式招待）並びにイタリア及びフランスの政治経済事情等
視察

第164回国会（常会）召集（1/20～6/18　会期150日間）
31日、国会議員互助年金法を廃止する法律案可決（参議院2/3可決成立）

9月 第５回Ｇ８下院議長会議（於：ロシア・サンクトペテルブルク）及びハンガリー親善訪問
日本国際貿易促進協会会長就任

自民党総裁選挙、安倍晋三君選出

第165回国会（臨時会）召集（9/26～12/19　会期85日間）
安倍晋三君を内閣総理大臣に指名 安倍内閣発足（H18.9）

11月 16日、衆議院で教育基本法可決（参議院12/15可決成立）

12月 議会制度協議会　河野議長から「公聴会の開会時期」について提案

2007 19 1月 第166回国会（常会）召集（1/25～7/5 会期162日間）

4月 国会図書館長に長尾真氏就任

4-5月 日本国憲法施行60周年記念行事

6月 議員内山晃君懲罰事犯の件議決（登院停止30日間）
衆議院議長河野洋平君不信任決議案提出、否決

宮沢喜一氏、逝去（H19.6）
安倍

7月 第21回参議院議員通常選挙、民主党が参議院第1党（ねじれ国会）

8月 第167回国会（臨時会）召集（8/7～8/10 会期４日間）
参議院議長に江田五月君が当選

第６回Ｇ８下院議長会議（於：ドイツ・ベルリン）
第168回国会（臨時会）召集（9/10～翌年1/15 会期128日間）
10日、安倍総理が所信演説、12日、辞任表明

23日、自民党総裁選挙、福田康夫君選出
25日、安倍内閣総辞職、福田康夫君を内閣総理大臣に指名（参議院は小沢一郎君を指名） 福田内閣発足（H19.9）

9月

70

小泉

9月

68
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2007 19 11月 自民・民主党首会談
会期延長を議決（11/11～12/15 35日間）
13日、テロ対策補給支援活動特別措置法案可決

12月 会期延長を議決（12/16～翌年1/15 31日間）

2008 20 1月 11日、参議院でテロ対策補給支援活動特措法否決、衆議院で再可決成立

第169回国会（常会）召集（1/18～6/21 会期156日間）
22日、衆参正副議長、いわゆる「ねじれ国会」での国会運営の在り方を協議
30日、総務委員会及び財務金融委員会で「つなぎ法案」可決
河野・江田両院議長あっせん案「総予算及び歳入法案について」を提示（与野党受諾、総務
委・財金委「つなぎ法案」撤回、国会正常化）

2月 29日、平成20年度予算可決（参議院3/28否決） 福田

3月 12日、日本銀行総裁同意人事（衆議院同意3/13、参議院不同意）
19日、同同意人事（衆議院同意、参議院不同意）、福井日銀総裁退任（総裁空席）

27日、福田総理が道路特定財源の平成21年度からの一般財源化等を表明
28日、両院議長が歳入法案について与野党幹事長・書記局長会談を要請
　　　与野党幹事長・書記局長会談において「つなぎ法案」の年度内成立で合意

4月 9日、日本銀行総裁同意人事（衆議院及び参議院同意）

フランス政府より、レジオン・ドヌール勲章コマンドゥールを受章

30日、ガソリン税の暫定税率を復活させる等の税制改正関連法案について、参議院否決とみな
す議決、再可決成立

6月 11日、参議院で内閣総理大臣福田康夫君問責決議案可決
12日、衆議院で福田内閣信任決議案可決

7月 フランス及びイタリア訪問

全国戦没者追悼式（靖国神社に代わる新たな無宗教の戦没者追悼施設の建設の必要性について
言及）

ロシアがジョージアに侵攻（H20.8）

第７回Ｇ８下院議長会議（於：広島市）(8/31～9/3）

１日、福田総理、辞任表明
18日、河野議長、政界引退を発表
22日、自民党総裁選挙、麻生太郎君選出

第170回国会（臨時会）召集（9/24～12/25 会期93日間）
福田内閣総辞職、麻生太郎君を内閣総理大臣に指名（参議院は小沢一郎君を指名） 麻生内閣発足（H20.9）

11月 20日、帝国議会時代を含め衆議院議長在任歴代最長（1,785日）を更新

12月 衆議院議長としてハワイの真珠湾を初訪問「アリゾナ記念館」で献花

2009 21 1月 72 第171回国会（常会）召集（1/5～7/21解散 会期198日間）
米国においてオバマ大統領就任（H21.1）

5月 民主党代表選挙、鳩山由紀夫君選出
麻生

6月 18日、臓器移植法改正案可決（参議院7/13可決成立）

19日、参議院で海賊行為対処法案、租税特別措置法改正案及び国民年金法等改正案否決、
衆議院で再可決成立

7月 13日、麻生内閣不信任決議案否決
同日、参議院で内閣総理大臣麻生太郎君問責決議案可決

21日、衆議院解散

　　　衆議院議長在任期間は、2,029日間
　　　議員在職期間は、42年10カ月

8月 第45回衆議院議員総選挙

9月 早稲田大学特命教授として、早稲田大学大学院公共経営研究科で政治学の講義を開講 鳩山内閣発足（H21.9）
鳩山

2010 22 73 菅内閣発足（H22.6） 菅

2011 23 11月 74 桐花大綬章受章 野田内閣発足（H23.9）
野田

9月

8月

71

米国証券大手リーマン・ブラザーズ経営破
たん（H20.9）
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